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 東日本大震災救援対策本部を立ち上げ

年
々
深
ま
る
先
輩
医
師
の
お
話

講師を務める田中氏

　
３
月
５
日
、
ホ
テ
ル
竹
園
芦
屋
で
新
規
開
業

医
交
流
会
を
開
催
。
「
患
者
さ
ん
に
好
感
を
も
た

れ
る
医
院
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
株
式
会
社

日
本
医
業
総
研
の
田
中
徳
一
氏
が
講
演
し
、
新

規
開
業
医
ら
19
人
が
参
加
し
た
。
講
演
後
に
宮

崎
義
彦
先
生
（
西
宮
市
・
み
や
ざ
き
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
司
会
で
、
日
常
診
療
や
医

院
経
営
の
悩
み
な
ど
を
、
食
事
を
楽
し
み
な
が

ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
交
流
し
た
。
参
加
者
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

森下敬司先生（右上）がまとめのあいさつ

新
規
開
業
医
交
流
会

 ※上記企画のお申し込み・お問い合わせは、

　　 事務局 岡林・山田・伊藤まで　Tel:078-393-1817

　

私
は
こ
の
会
に
参
加
す
る
の
は
、
こ
れ
で
３
回

目
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
方
の

お
話
を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
参
加
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
新
規
開
業
の
先
生
方
と
交
流
す
る

の
も
新
鮮
で
す
。

　

私
は
開
業
し
て
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
何
年
も
続
け
て
こ
ら
れ
た

大
先
輩
の
お
話
は
、
年
々
理
解
が
深
ま
る
思
い
が

し
ま
す
。

　

ま
た
、
他
科
の
先
生
と
お
話
を
す
る
こ
と
は
歯

科
に
と
っ
て
あ
ま
り
日
常
的
で
は
な
い
の
で
勉
強

に
な
り
ま
す
（
驚
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
。

　

今
後
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

 
 
 
 
 

【
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院　

谷
端 

美
香
】

　

＜緊急特別研究会＞

【日　時】　4月16日 ( 土 ) 16時～ 18時

【会　場】　兵庫県保険医協会会議室

【講　師】　医療法人明和病院放射線科　診療放射線技師

            
第 1種 第 2種 放射線取扱主任者

　　　　　　　　樽岡 照知　 氏
　　　　　

被災地での生活と医療と看護
       ～避けられる死をなくすために～

大都市直下型激震・阪神淡路大震災での
看護ボランティア・15 周年シンポの記録

兵
庫
県
保
険
医
協
会
／
協
会
西
宮
・
芦
屋
支
部
編

発
行　

ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ

Ａ
５
判
１
３
６
ペ
ー
ジ　

会
員
特
価
１
５
０
０
円
（
送
料
込
）

※
本
書
籍
の
お
求
め
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

事
務
局 

岡
林
・
山
田
・
伊
藤
ま
で

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
８-

３
９
３
‐
１
８
１
７

阪神・淡路大震災の経験と記憶を語り継ぐ

 放射線災害報道を理解
  するための基礎的な知識
 ～すでに放射線災害医療に遭遇

      するかもしれない状況下にあります～

西宮芦屋支部・協会研究部・薬科部共催

 ※お問い合わせは、事務局 岡林・山田まで　Tel:078-393-1817

緊急重版 !

仙台市内の小学校避難所

　
西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
15
日
、

本
部
長
を
大
森
公
一
支
部
長
と
す
る

「
西
宮
・
芦
屋
支
部
東
日
本
大
震
災

救
援
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
３

月
24
日
に
正
副
支
部
長
会
議
を
開
催

し
、
震
災
支
援
に
つ
い
て
話
し
あ
っ

た
。

　

会
議
で
は
、
３
月
20
～
21
日
に
宮

城
、
仙
台
な
ど
の
被
災
地
を
訪
問
し

た
広
川
恵
一
先
生
か
ら
被
災
地
の
状

況
が
報
告
さ
れ
、
今
後
も
継
続
的
に

被
災
地
へ
の
訪
問
を
行
う
こ
と
、
放

射
線
被
爆
に
つ
い
て
の
緊
急
特
別
研

究
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
支
部
・
協

会
が
出
版
し
、
こ
の
た
び
１
０
０
０

部
増
刷
と
な
っ
た
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
と
記
憶
を
語
り
継
ぐ　

被
災
地
で
の
生
活
と
医
療
と
看
護

～
避
け
ら
れ
る
死
を
な
く
す
た
め
に

～
」
の
普
及
を
行
う
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。



（２）２０１１年４月５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　

今
回
で
26
回
を
迎
え
る
西
宮
・
芦
屋
支
部
の

在
宅
医
療
研
究
会
は
、
３
月
12
日
に
西
宮
神
社

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
東
日
本
大

震
災
発
生
の
翌
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
司
会

の
土
山
先
生
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
冒
頭
で
犠
牲

と
な
っ
た
方
々
へ
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
私
は

心
の
中
で
原
子
力
発
電
所
で
の
被
害
が
こ
れ
以

上
広
が
ら
な
い
こ
と
願
い
つ
つ
、
こ
の
研
究
会

に
臨
み
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
の
話
題
提
供
で
は
、
「
在
宅
で
役
に

立
つ
話
」
と
題
し
て
甲
子
園
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー

管
理
者
の
上
原
恭
代
さ
ん
か
ら
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
宮
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
在
宅
で
の
様
々
な
問
題
に
対
応
す

る
相
談
窓
口
と
し
て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
市
内2

4

か
所
の
事
業
所
名
簿
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
協
和
マ
リ
ナ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
管
理
者
の
渡
邊
幸
子
さ
ん
よ
り
、
「
介
護
職
員

等
の
た
め
の
痰
吸
引
研
修
」
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ

ア
マ
ネ
等
の
職
種
の
方
々
１
１
４
人
が
こ
の
研

修
を
受
け
、
在
宅
生
活
を
支
え
て
い
く
に
は
、

ご
家
族
も
含
め
多
く
の
職
種
の
方
々
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
実
感
し

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
介
護
職
員
な
ど

に
よ
る
痰
吸
引
等
の
実
施
の
た
め
の
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
検
討
会
を
立
ち
上
げ
て
、
現

在
中
間
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
そ
う

で
す
。

　

第
二
部
は
、
は
ら
だ
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

原
田
晋
先
生
か
ら
「
在
宅
で
多
く
み
ら
れ
る
皮

膚
疾
患
」
と
題
し
て
、
褥
瘡
以
外
の
皮
膚
疾
患

に
話
を
絞
っ
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
老
人
性
皮
膚
そ
う
痒
症
、
老
人
性

乾
皮
症
の
原
因
と
治
療
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、

痒
み
の
種
類
に
も
末
梢
性
の
痒
み
と
中
枢
性
の

痒
み
が
あ
り
、
中
枢
性
の
痒
み
に
は
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ン
剤
（
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
）
が
全
く
無
効
で

あ
る
こ
と
や
、
紫
外
線
療
法
が
老
人
性
皮
膚
そ

う
痒
症
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
皮
膚
リ
ン
パ
腫
、
水
疱
症
、
疥
癬
、

薬
疹
に
つ
い
て
、
臨
床
写
真
の
デ
ー
タ
も
織
り

交
ぜ
な
が
ら
種
々
の
疾
患
の
特
徴
と
見
分
け
方

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

薬
剤
師
の
立
場
か
ら
、
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性

薬
疹
の
特
徴
や
そ
の
感
作
と
感
作
期
間
、
薬
疹

の
発
症
機
序
に
つ
い
て
の
講
演
内
容
は
、
在
宅

訪
問
時
に
大
変
役
に
立
つ
内
容
で
、
早
速
患
者

さ
ん
へ
の
服
薬
指
導
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

会
場
か
ら
の
質
問
に
も
熱
心
に
お
答
え
い
た

だ
き
、
お
む
つ
か
ぶ
れ
の
時
に
抗
真
菌
剤
を
使

う
か
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
使
う
か
の
見
極
め
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
テ
ッ
ク
ス
ア
レ
ル
ギ
ー

と
フ
ル
ー
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー
の
交
叉
反
応
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
と
直
接
接
す
る
こ
と

の
多
い
在
宅
の
医
療
現
場
で
は
、
常
に
気
を
付

け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
い
た
し

ま
し
た
。

　

次
回
は
７
月
16
日
に
西
宮
神
社
会
館
で
27
回

目
の
在
宅
医
療
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
最

前
線
の
医
療
現
場
で
働
く
方
々
と
の
交
流
の
場

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

【
西
宮
市
・
瀧
川
薬
局　

瀧
川 

秀
樹
】

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
２
月
25
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
８
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
１
・

29
）

②
第
25
回
漢
方
研
究
会
（
２
・
５
）

【
予
定
・
企
画
】

①
新
規
開
業
医
交
流
会
（
３
・
５
）

②
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
３
・

11
）

③
第
26
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
３
・
12
）

④
第
16
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
３
・

19
）

⑤
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
勉
強
会
（
４
・
２
）

⑥
英
語
で
診
療 

M
e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
k
i
s
h

＃
29

（
４
・
15
）

⑦
職
員
接
遇
研
修
会
（
５
・
28
）

⑧
第
26
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
４
）

⑨
第
27
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
７
・
16
）

⑩
第
31
回
支
部
総
会
（
７
・
23
）

⑪
西
宮
・
芦
屋
支
部
設
立
30
周
年
企
画

（
10
・
22
）

⑫
梅
村
聡
議
員
と
の
勉
強
会

⑬
審
査
対
策
研
究
会

⑭
財
政
と
医
療
制
度
の
勉
強
会

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

第
26
回
在
宅
医
療
研
究
会

在
宅
訪
問
時
の
服
薬
指
導
に
役
立
っ
た

講師の原田先生（左）と話題提供者の上原さん（中）、渡邊さん（右）

　

３
月
12
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
第
26
回
在
宅

医
療
研
究
会
を
開
催
。
土
山
雅
人
先
生
（
西
宮
市
・

つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
司
会
で
、
医
師
・

ケ
ア
マ
ネ
ら
69
人
が
参
加
し
た
。
話
題
提
供
①

で
は
「
在
宅
で
役
に
立
つ
話
」
を
テ
ー
マ
に
甲

子
園
訪
問
看
護
セ
ン
タ
ー
管
理
者
の
上
原
恭
代

氏
が
、
話
題
提
供
②
で
は
「
訪
問
看
護
師
と
学

ぶ
『
介
護
職
員
等
の
た
め
の
痰
吸
引
研
修
』
報

告
」
を
テ
ー
マ
に
協
和
マ
リ
ナ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
者
の
渡
邊
幸
子
氏
が
講
師
を
務
め

た
。
講
演
で
は
「
在
宅
で
多
く
み
ら
れ
る
皮
膚

疾
患-

予
防
や
ケ
ア､

専
門
医
紹
介
の
ポ
イ
ン

ト-

」
を
テ
ー
マ
に
西
宮
市
・
は
ら
だ
皮
膚
科

院
長
の
原
田
晋
先
生
が
講
師
を
務
め
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

【日　時】　4月15日 ( 金 ) 13時半～15時

【会　場】　西宮医療会館１階会議室

【テーマ】　医療英会話 基礎 ２回シリーズ　その２

【講　師】　Com Language School

　　　　　　　 Mr. Robert Conroy
【司　会】　西宮市・ビューハイツクリニック

　　　　　　　 坂尾  福光　先生

英語で診療 Medical English #29


